
地

球

望

凹

四
二

石

油

地

質

単

糖

棄

却

雄

琴

士

大

刺

一

戒

Å

台
盤
暦
中
の
油
的

(
っ

が

き
)

絹
五
四
ブ
イ

Iliin.
is

油
讐

石
茨
栂
撃

偲
置
.
泊
革
及
産
額

本
抽
出
は
イ

-
ノ
イ
州
の
南
東
隅
.
シ
九
ゴ
市
よ

-
暴
雨
二
〇
〇
5
',に
常
る
地
方
に
敬
遷

せ
る
幾
多
的
田
の
絶
邦
で
あ
る
｡
該
地
力
は
全
部
氷
河
の
庭

石
に
よ
-
政
務
さ
る
ゝ
慮

め
･地
層
の
露
出
少
な
-
.
女

石
油
の
表
面
兆
候
も
金
-
散
見
さ
れ
て
居
な
い
.
そ
れ
故
t
的
-tiI
l
の
費
連
の
端
細
は

i
八
七
九
年
頃
茨
層
の
試
錐
に

鞘
々
多
量
の
石
油
の
湧
出
を
見
た
る
こ
･fJ
に
開
か
れ
た
の
で
あ
る
｡
而
し
て
多
量
の
出
納
を
見
る
に
至
-
た
る
は

!

九

〇
五
年
以
水
の
こ
亡
で
あ
る
0

)
九

〇
五
年
よ
-
現
在
に
至
る
迄
の
産
額
は
三
五

〇
､
0
0
0
.
〇
〇
〇
府
で
.

最
近
は
裏

へ
て

一
九
二
四
年
度

の産
額
は
八
､
七
三
三

〇
〇
〇
東
で
あ
る
｡
柵
肇
は
ボ
ー
メ
三
五
度
乃
至

二
七
度

に
し
て
''l
ラ
フ
キ
ン
系
の
も
の
で
あ
る
｡

地
質
及
路
床

重
要
産
洲
髄伯
系
は
石
衣
紀
の
地
膚
に
し
て
､
上
部
の
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ヤ
及
び
下
部
の
ミ
シ
シ
ッ
ピ



-
同
系
共
に
塵
出
し
て
屠
る
｡
本
瀬
田
地
方
に
て
は
右
上
下
の
柄
系
の
間
は
不
審
合
の
関
係
で
あ
る
､
本
地
カ
の
ま

要
合
炭
層
な
る
カ
ー
ボ
ン
デ
ー
ル
系
統

C
a
r
bonda
te
fo
r
m
a
tio
n

も
多
量
の
石
油
を
産
出
し
て
屠
る
此
の
倉
淡
闇

の最
上
部
に
在
る
第
六
鋭
衆
愚
は
ア
｡ハ
レ
シ
ャ
ン
油
田
方
南
の
ピ
ッ
バ
ー
グ
炭
層
に
瀞
比
さ
れ
で
あ
る
.
雌

の

外

的

陶
に
由
て
は
下
部
に
横
は
る
志
留
利
雄
配
､
奥
陶
紀
暦
中
上
-
石
油
を
待
つ
ゝ
あ
る
も
の
も
あ
る
が
.
そ
の
畳
は

未

だ
極
少
農
で
あ
る
｡

貯
溜
岩
は
殆

ど全
部
砂
岩

よ
り

成
る

も
'
ミ
シ
シ
ッ
ピ
～
系
の
上
部
に
は
欄
状
石
灰
岩
車
に
石
油
を
貯
溜
し
て
居

る
も
の
も

あ

る

0

構
造
は
イ

リ
ノ

イ
州
の
大
部
分
が
州
の
中
央
に
低
き
ス
プ

ー
ン
状
の
地
向
斜
に
し
て
.
其
の
底
部
に

一
憶
の
長
大

な
る
背
斜
が
あ
る
が
'
こ
れ
を
ラ
'
サ
ル

L
a
S
a
lte

笠

石
ふ
｡
此
の
背
斜
の
東
南
部
に
費
逢
せ
る
も
の
が
イ

-
′

イ
油
田
の
主
賓
部
で
あ
る
.
曲

の外
.
キ
要
沖
田
の
南
方
に
他
の
系
統
の
構
造
に
屠
す
る
小
油
田
が
散
在
し
て
屠
る

那
.
油
畳
は
未
だ
少
最
で
あ
る
.

¢

大
使
中
部

萎

d
･C
on
t
il･e
コ
t

油
田
(石
艶
紀
暦
)

放
置
､
泊
置
及
産
額

キ
ア
ン
サ
ス
p
オ
ク
ラ
ホ
て

ア
ル

カ
ン
ナ
ウ
の
諸
州
及
び
キ
テ
ナ
ス
州
の
北
部
並
に
ル

イ
デ
ア
ナ
州
の
北
部
に
亘
-
延
長
約
七
雷
撃

最
頗
幅
員
四
百
哩
の
i<
高
域
に
散
在
す
る
数
百
の
油
田
を
絶
押
し
て

･F
ツ
ド

コ
ン
テ
ネ
ン
ト
油
田
竺

諮
っ
て
屠
る
｡
本
油
田
は
全
焼
,i,
し
て
は
産
額
に
於
て
令
東
国
の
五
割
五
分
.
蚤
世

界
の
三
割
七
分
を
占
む
る
牡
界
轟

1
の
大
油
田
で
あ
る
｡
而
し
て
其
頗
覇
の
約
七
鞘
弱
は
着
生
犀
よ
り
凍
た
る
も
の

に
し
て
,
残
飴
の
三
糾
損
は
白
華
紀
上
-
凍
た
る
も
の
で
あ
る
｡
地
珊
的
に
は
キ
ア

シ
サ
ス
.
オ
ク
ラ
ホ
マ
の
油
田

荊
抽
地
質
単
機
賓

望

泣

四
三



地

球

第
六
巻

第
六
耽

望

･:ハ

四
四

各
部
曲
に
テ
キ
サ
ス
の
北
西
部
の
も
の
は
古
生
暦
の
も
の
に
し
て
'
テ
キ
サ
ス
の
北
東
聖

ア
ル

カ
ン
ツ
タ
,
北
部

ル
イ
デ

ァ
ナ
の
油
田
は
白
菜
紀
厨
の
も
の
で
あ
る
.

I
九
二
四
年
の
慶
箱
は
本
納
出
金
鴨
だ
し
て
は
二
七

五
､
四
七

九
.

〇
〇
〇
萌
に
し
て
着
生
層
の
み
の
産
額
は
約

二
五
八
'
八

〇
〇
'
0
0
0
覇
で
あ
a
.
最
初
ょ
-
着
生
,
白
菜

を
舟
し
て
の
各
産
額
は
三
.
八
五
四
'
九
六

二

〇
〇
〇
晴
で
あ
る
｡

紬
質
は
ポ
ー
メ
三
太
1
三
八
度
'
成
分
は
''t
ラ
フ
井

ン
系
な
れ
で
も

C
1
五
%
の
ァ
ス
ハ
ル

ト
を
倉
む
｡

本
油
田
は
表
面
兆
候
極
め
て
少
な
-
現
在
油
田
の
苑
で
全
部
は
蚤
-
兆
候
の
存
在
せ

ざ
る
部
分
に
地
質
的
検
査
に

由
て
開
拓
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
｡

最
初
の
山
油
は

7
<
九

〇
年
頃
キ
ア
‥ノ
サ
ス
州
の

l
部
に
極
少
且貰

産
油
を
見
た

ら
し
が

7
九

〇
四
年
に
至
-
オ
ク
ラ
ホ
マ
州
の
北
部
に
良
好
の
油
非
を
得
て
初
め
て
和
憩
の
油
畳
に
遷
し
次
に
同
じ

く
北
部
オ
ク
ラ
ホ
マ
州
に
グ
レ
ン

G
lenn
的
凹
の
成
功
に
由
-
盛
大
だ
な
じ

更
に

完

〓

毒

に
同

〓
カ
両
に

ク
シ
ン
ダ

C
ushing
油
田
の
開
拓
ゐ
-
て
世
界
的
の
大
油
田
と
な
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
0
英
検
･
北
は
キ
ャ
ン

サ
ヌ
州
'
南
は
西
南
部
オ
ク
ラ
ホ
マ
.
北
西
部
テ
キ
サ
ス
の
古
生
暦
中
に
藤
尾
し
た
の
で
あ
る
.
自
室
紀
府
中
に
多

最
の
産
油
を
見
る
に
至
-
た
る
は

1
九

…
四
年
頃
よ
-
の
こ
と
に
し
て
･
異
の
馨
展
は

完

≡

年
以
後
で
あ
る
｡

ク

シ
ン
ダ
油
田
は
錬
成
の
贋
さ
に
於
て
其
の
産
油
カ
に
於
て
世
界
柿
有
の
大
油
田
で
あ
る
｡
其
の
贋
さ
は
南
北

二

〇
哩
.
柿
贋
き
部
に
て
七
聖

其
の
席
轡

完

〓

毒

に
は

盲

の
崖
･脚
長
甫
三

〇
〇
,
0
0
0
覇
に
達
し
,
叉

或
る
仲
代
に
は

〓
ハ
O
の
坑
井
に
て

t
日
に

1
六

〇
'
0
0
0
府
を
慶
出
し
写

し
と
も
あ
っ
た
O

地
質
茂
厳
原

キ
ャ
ン
サ
メ
だ
北
部
オ
ク
ラ
ホ
マ
に
於
て
は
石
炭
紀
の
ペ
ン
シ
ル
･,(
ニ
†

P

eiご】Sy
LV
aOia
系
の

下
部
な
る
チ
ェ
ロ
キ
ー
厨

C
h
erok
ee
F
o
rm
a
tio
ll

が
ま
要
産
油
暦
で
あ
る
-

'
り
層
は
ま
ど
し
て
盈
色
賀
山前
よ



-
成
-
'
こ
れ
に
数
枚
の
砂
岩
を
伸
ふ
O
こ
れ
等
の
砂
岩
が
即
ち
立
顎
な
る
石
油
の
貯
溜
岩
で
あ
る
｡
そ
れ
等
砂
岩

中

rrq
I
ト
レ
ス
ピ
ル

B

artlesvit-e
Sand
}J
弼
せ
ら
る
ゝ
砂
岩
は
最
も
重
要
な
る
塵
油
層
に
し
て
'
頗
る
贋
き
面

積
に
豆
-
敬
達
し
且
つ

l
横
の
厚
さ
.
1
横
S
孔
段
U
n
if.
r･m
ity
.
i
porosit
y
&
thickn
ess
.;tJ持
し
p
至
る
所
多

量
の
石
油
を
包
倉
す
る
鮎
に
於
て
金
-
紀
男
的
ビ
見
催
さ
れ
て
あ
る
｡

キ

ャ
ン
サ
ス
南
部
.
ォ
ク
ラ
ホ
マ
北
部
に
於

け
る
油
田
は
童
に
こ
の
油
層
か
ら
石
油
を
得
て
居
る
.
ク
･～,t
y
が
油
田
及
び
グ

レ
ン
油
田
の
如
き
大
油
田
も
こ
の
バ

ー
ト

レ
ス
ビ
ル
砂
岩
に
遭
著
し
て
初
め
て
大
を
な
し
た
も
の
で
あ
る
｡

キ
ャ
ン
ナ
ス
の
北
部
に
至
れ
ば
チ
ロ
キ
ー
･屠
エ
-
は
教
官
尺
上
部
に
馨
る
ダ
グ
ラ
ス
D

ouglas
for
m
a
t
io
n

暦
キ

ャ
ン
サ
ス
K
a
｡
sa
s

C
ity
f.rm
atio
n
居
中
の
砂
岩
に
多
量
の
石
油
を
費
見
せ
る
オ
ー
ガ
ス
タ
A
ugusta
エ

ル
ドラ

ド

E
I
D
orad
o
等
の
大
的
田
も
あ
る
｡

オ
ク
ラ
ホ
マ
の
西
南
部
及
テ
キ
サ
ス
の
北
西
部
に
於
け
る
油
田
は
ペ
ン
シ
ル
ベ

ニ
ヤ
系
上
部
の
シ
ス
コ
暦

Ciseo

キ
ヤ
ニ
オ
ン
膚

C
any.n
f.rm
atio
n

の
砂
岩
中
よ
-
石
油
を
得
て
屠
る
｡

一
部
に
は
二
盛
紀
だ
或
る
嘩
者
に
依

て
頻
別
さ
れ
つ
ゝ
あ
る
犀
中
上
-
も
石
油
を
慶
出
し
て
居
る
0
叉
.
北
部
テ
キ
サ
ス
の
南
端
に
在
て

レ
ン
デ
ヤ
R

an･

ger
等
の
油
田
は
石
炭
紀
層
の
下
部
ミ
シ
,
ピ
系
呂

ss
issip
p
la
n
.S
erie
s
の
ベ
ン
ド
暦

B

end
foTm
atio-1
の
砂

岩
中
に
石
油
を
得
て
屠
る
｡
因
に
西
部
及
西
南
部
オ
ク
ラ
ホ
マ
.
並
に
北
部
テ

キ
サ
ス
の
上
部
ペ
ン
シ
ル

ベ
ニ
ヤ
及

び
こ
亜
紀
厨
は
厚
き
顕
色
の
砂
岩

R

ed
sand
st.
ne
に
推
移
し
て
屠
る
糖
鎖
が
あ
る
｡

左
に
代
表
的
の
地
袋
社
状
園
を
掲
げ
て
置
-
0

石
油
地
質
鮮
触
媒
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O
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o
m
a

a
n
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{
a
rlS
EiS

So
u
t
h
e

r11
0
1I･u
l'Tth

o
m
a

'-
d
N
or
t
h
er
n

T
e
x
a
s

本
納
田
地
方
の
着

炭
紀
の
地
膚
は
地
動
を
受
-
る
こ
ビ
極
め
て
軽
微
に
し
て
金
牌
だ
し
て
は
極
め
て
卒
静
に
横
は

っ
て
屠
る
O
其
の
間
部
分
的
に
は
多
少
の
起
伏
･
隅
降
ゐ

-
て
極
め
て
綬
浸
な
る
背
斜
'
ド
ー
ム
'
階
段
状

st
r

uct

u

rai
terrace
隆
麟
stru
ctLlra
t
n
O
Se
閣
厳
す
る
畢
斜

fluted
m
o
｡
.
c
lin
e
等
を
構
成
し
て
居
る
｡

こ
れ
等
の
構

造
に
太
油
田
の
錬
床
が
成
立
し
て
屠
る

Stで
あ
る
｡
構
造
は
綻
浬
で
あ
る
故
二

駿
に
大
雅
椀
で
あ
る
Q
ク

ジ

ン
グ

油
田
の
如
き
は
荘
重

一
〇
聖

幅
七
哩
に
達
す
る

7
大
曹
斜
的
ド
ー
ム
の
構
造
に
成
立
し
て
屠
る
の
は
そ
の
最
も
尤

な
る
も
の
で
あ
る
｡
貯
溜
岩
の
良
好
だ
構
造
の
大
規
模
亡
が
本
納
田
の
特
徴
で
あ
a
.

e
増
車
あ

H
eliu
m

瓦
輔

大
陸
中
部
拙
田
の

1
部
に
は
比
較
的
空

風
の

ヘ
リ
ウ
ム
瓦
斯
を
倉
石
す
る
瓦
斯
を

産
出
す
る
0
其
の
蛋
な
る
油
田
は
キ
ア
ン

ナ
ス
の
オ
ー
ガ

ス
タ

A
u
g

uSta
ダ
キ
ス
ク
ー
D
exte
r

北
部
テ
キ
サ
ス



の
ペ
-
甘
リ
ヤ

P
etro
lia
等
の
油
田
で
あ
る
｡

オ
ー
ガ
ス
タ
油
田
に
て
は
石
油
は

1
.
二

〇
〇
-
二

六

〇
〇
沢
の
深
腰
に
存
在
す
る
も
P
合

へ
リ
ク
ム
瓦
斯
は

六

〇
C
-
1
.
二
C
O
沢
の
深
度
に
存
在
し
て
居
る
｡
其
の
倉
有
率
は
最
高
二
'

一
八
に
逢
す
｡
而
し
て
最
高
率
の

も
の
は
四
五

〇
-
六
五

〇
沢
の
最
も
機
き
納
所
の
も
の
で
あ
る
｡
其
の
倉

ヘ
リ
ウ
ム
瓦
斯
を
鷹
山
す
る
砂
岩
の
層
準

は
童
ビ
し
て
ペ
ン

シ
ル

ベ

ニ
ヤ
系
の
最
上
部
ク

エ
.Jt
ゾ
ジ

ー
暦

W
a
b
a
n
n
see
fo
rm
atio
n
中
で
あ
る
｡

デ
キ
ス
ク

ー
油
田
に
於
て
も
倉

ヘ
リ

ウ
ム
克
斯
は
四
〇
〇
-
五

〇
〇
帆
の
探
皮
に
存
在
し
'
石
油
層
は
二
.
七

〇
C
1
三
'
〇

〇
〇
沢
に
存
在
し
て
屠
る
｡
地
質
上
の
暦
準
は
オ
ー
ガ
ス
タ
ビ
同
様
で
あ
る
｡

ヘ
リ
ウ
ム
含
有
率
は

1
p
八
七
%
で

あ
る
･
ペ
ト
｡
リ
ヤ
は
瓦
斯
田
な
る
が
採
炭

二

五

〇
〇
択
及
び

一
.
七

〇
〇
沢
に
多
虫
の
瓦
斯
薦
し
'
そ
の
内
に

墜
尚
C
･
九
八
五
%
の

ヘ
リ
ウ
ム
を
合
有
し
て
居
る
.
地
質
挙
上
の
犀
準
は
上
部
ペ
ン
シ
ル
ベ
11
ヤ
系
の
キ
ヤ
ニ
オ

ン
静

C
a
n
y
o
n
fo
rm
atio
n

で
あ
る
｡
ペ
ト
｡
リ

ヤ
は
瓦
斯
畳
頗
る
多
き
を
似
て
_q
E

衆
観
政
府
は
雌
の
地
に

ヘ
リ

ウ
ム
採
収
集
散
を
据

わ
7
日
二
〇
'
〇
〇
〇
.

〇
〇
〇
立
方
帆
の
瓦
斯
を
廃
期
し
て
居
る
｡

中
部
大
陸
油
田
の
瓦
斯
中
に

ヘ
リ
ウ
ム
の
存
在
を
費
見
せ
L
は

l
九

〇
四
年
.
デ
キ
ス
タ
ー
の
瓦
斯
に
就
て
ゞ
あ

る
｡

1
蚊
に
合

ヘ
リ
ウ
ム
瓦
斯
は
窒
素
の
成
分
頗
る
多
最
な
る
を
以
て
概
し
て
不
活
蟹
で
あ
る
｡
ヂ
キ
ス
ク
ー
.
オ

ー
ガ
ス
タ
油
田
に
於
け
る
も
の
は
八

〇
-
八
四
%
の
窒
素
瓦
斯
を
倉
む
放
つ
全
-
不
燃
焼
で
あ
る
｡
そ
れ
故
此

の方

面
の
抽
附
に
於
で
は
上
部
に
存
在
す
る
こ
れ
等
不
燃
焼
の
瓦
斯
を
僻
に
風
霜
斯

W
h
ld
g
a
s
E
翻
し
放
棄
し
て
居
た

も
の
で
あ
る
｡
ペ
ト
ロ
リ
ヤ
に
で
は
窒
素
の
含
有
率
は
四

〇
バ
ー
セ
ソ
ー
で
あ
る
｡

ヘ
リ
ウ
ム
の
存
在
を
敢
初
に
嬰

児
し
た
の
は
キ
ャ

ン
サ
ス
大
軍
の
キ
ヤ
デ
ー
エ

H
･
P
.
C
a
d

y

教
授
に
し
て
'
同
教
授
は
デ
キ
サ
ー
の
不
燃
療
養

石
油
地
質
野
地
賓

望

九

四

七



地

球

館
六
巻

第
六
酷

四
四
O

四
八

斯
に
典
暁
を
持
ち
蓬
に
窒
素
"
の
み
考

へ
ら
れ
た
不
燃
燭
の
瓦
斯
中
よ
-

へ
ブ
タ
ム
の
存
在
を
知
る
に
至
っ
た
の
で

あ
る
｡
基
彼
.
欧
洲
大
戦
の
経
験
は
飛
行
船
の
浮
揚
用
だ
し
て
､
水
素
の
燃
焼
し
易
き
敏
瓢
の
大
な
る
を
数

へ
た
｡

同
時
に
へ
ブ
タ
ム
が
不
燃
性
に
し
て
水
素
の
歓
鮎
を
禰
ふ
に
充
分
な
る
を
語
る
に
至
っ
て
'
今
迄
'
鰐
に
風
瓦
斯
と

し
て
放
乗
せ
し
も
の
は
家
事
上
原
る
大
切
な
も
の
だ
し
て
珍
重
さ
る
ゝ
に
至
っ
た
の
で
あ
る
｡
今
日
で
は
何
れ
の

も
こ
の
中
部
大
陸
油
田
の
例
に
な
ら
ひ
.
油
附
の
瓦
斯
に
就
て
ヘ
リ
ウ
ム
の
存
否
を
研
究
し
て
居
る
｡
困
に

へ
ヮ
サ

ム
の
浮
揚
力
は
水
素
の
そ
れ
に
此
し
て
九
二
.
七
%
で
あ
る
.

ー崖

は
厄
=
92.7

)4,39(air)1
ご
H
)

B

中
生
暦
中
の
油
田

-

大
陸
中
部

M

id
J
C
ontin
e

n
t

油
田
(自
重
紀
暦
)

億
置
'
泊
甚
及
産
額

大
陸
中
部
油
EB
の
南
端
に
常
る
テ
キ
サ
ス
p
ル
イ
デ
ア
ナ
の
北
部
及
び
ア
ル
カ
ン
サ
ク
の
.

油
田
の
,み
は
他
の
部
分
ビ
趣
を
典
に
し
白
壁
配
居
中
よ
-
石
油
を
産
旧
し
て
居
る
｡
水
油
附
岡
城
に
於
て
も
表
面
兆

候
金
-
存
在
せ
ず
.

一
八
八
九
年
北
部
テ
キ
サ
声
の
コ
ル

シ
カ
ナ

C
o
r
c
ic
a
n
a

町
に
於
て
水
井
月
開
生
の
際
.
偶

然
油
層
に
遭
著
し
小
規
模
な
が
ら
油
田
の
成
立
を
見
た
｡
こ
れ
が
雌
の
方
面
の
み
な
ら
ず
中
部
大
陸
地
相
全
酷
}J
し

て
も
産
油
を
見
た
る
最
初
の
も
の
で
あ
る
｡
其
の
後

一
九

〇
凹
年
に
至
-
北
部
ル
イ
デ
ア
ナ
州
の
カ
ッ
ド
I
C
a
d
d
o

に
油
田
成
立
し
漸
次
油
量
を
増
し
'
次
で

1
九

一
四
年
頃
よ
り
該
油
田
の
活
躍
あ
-
寛
に

1
九
二

!
年

コ
ル

シ
カ
ナ

附
近
に
マ
ヒ
ア
岩

exia
の
大
油
田
成
功
し
蔚
て
ア
ル
カ
ン
ナ
ウ
に
ス
マ
リ
コ
ー
メ

I
S
rrlaCkovep等
の
大
池
門
出
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現

し

此

の
方

面

の
白

菜

紀
厨

は
産

油
静

準

.jj
し

て
重

要

祝

せ

ら

る

ゝ

に

至

っ

た

｡

7

九

二

四

年

に

於

け

る
北

部

テ

キ

ナ

ス
草

.i
p

O

O

O

.
〇

〇

〇
覇

'

ア

ル
カ

ン
ナ
ウ

四

声

.

〇

二

八

'

0

0

0

幅

'

ル

イ

デ

ア
ナ

7
八

､
六

三

七

･

0

13
0
庵

.
倉

計

二

六

､
六

六

五

､

C

O

O
庵
で

あ

る

｡

抽

質

は

パ

ラ

ヒ

ン

､

ア

ヌ

ft
ル

･1
両

系

の
混

倉

に
し

て

ポ
ー

メ
は

申

堕

二
十

八
度

な

る
も

A
波
厨

の
石

油
中

に

は

二

八

度

内

外

の

も

の

も

あ

る

｡

石
的
地
質
蝉
概
箪

四

望

四
九



地

球

第
六
各

界
六郷

四
望

五
〇

砲
撃
鳳
糖
尿

北
部
テ
キ
サ
ス
に
於
て
は
産
油
居
は
二
潜
あ
る
O

上
部
の
も
の
は
ナ
カ
ト
チ

N
acat.
c
h
砂
岩
･JJ

云
ひ
･
下
部
の
も
の
は
ウ
ッ
ド
パ
イ
ン

W
.
h
d
b
h
･e

砂
岩
で
あ
る
｡
共
に
上
部
自
室
紀
に
属
し
､
ウ
ッ
ド
パ
イ

ン

は
そ
の
政
下
部
に
潜

っ
て
居
る
｡
同
砂
岩
以
下
の
下
部
自
重
紀
犀
を
誼
来
利
加
で
は

コ
マ
ソ
チ
エ
C
o
m
a
n
ch
e
妃
犀

竺

貰
っ
て
居
る
｡
現
在
迄
の
粧
瀞
で
は
未

だn
マ
ン
チ

エ
に
は
産
軌
を
見
な
い
.

コ
ル
シ
カ
ナ
に
最
初
に
敬
属
さ
れ

た
石
油
は
ナ
カ
ー
チ
砂
岩
中
の
も
の
で
比
重
の
重
い
も
の
で
あ
る
｡
近
年
に
至
-
此
の
方
面
に
大
油
田
の
出
現
は
ウ

ッ
ド
パ
イ
ン
に
掘
入
し
た
結
果
で
あ
る
｡
雌
の
ウ
ッ
ド
''t
イ
ソ
砂
岩
は
産
油
カ
の
高
き
良
好
の
貯
溜
岩
で
あ
る
｡
ル

EastCelTtralTexasRegion

イ
デ
ア
ナ
.
ア
ル
カ
ン
ツ
タ
方
南
に
於
て

は
地
膚
の
関
係
に
多
少
の
相
島
あ
れ
'･/J生

要
な
る
産
油
犀
は
テ
キ
サ
ス
方
南
だ
同
様

に
ナ
カ
ト
チ
砂
岩
及
び
ク
ツ
ド
メ
イ
ン
砂

岩
で
あ
る
.
此
の
外
.
雌
の
閣
僚
の
間
に

あ
る
オ
ー
ス
チ

ン

A
u
stin
白
蔓
に
封
比

さ
る
べ
き
ア
シ
ノ
ナ
A
rl
nOna}J
挿
せ
ら

る
ゝ
自
重
c
halk
を
貯
溜
岩
ビ
せ
る
小
鮒
暦
が
あ
る
｡

雌
の
方
南
の
白
華
紀
暦
は
不
革
命
的
に
古
生
層
を
顔
覆
し
.
革
命

的
に
第
三
紀
層
に
被
覆
さ
れ
て
屠
る
｡
そ
れ
故

油
田
に
由
で
は
第
三
紀
層
よ
り
掘
入
し
白
垂
死
暦
に
進
入
し
て
居
る
も

のも
あ
る
｡
白
垂
配
慮
雅
に
第
三
紀
膚
は
極

め
て
段
漫
に
て
北
方
よ
ね
南
方
メ
キ
シ
コ
督
方
面
に
傾
斜
す
る
如
き
大
酷

の状
勢
を
示
し
て
居
る
｡
そ
し
て
部
分
的



に
緩
慢
な
る
扶
助
を
な
す
の
み
に
て
賓
し
き
蝕
曲
作
用
を
受
け
て
居
な
い
｡
而
し
て
雌
の
方
而
挽
･｡E
は
多
-
断
層
に

伴
ふ
て
行
は
れ
あ
る
を
似
て
.
断
層
の
存
在
を
知
る
こ
亡
は
石
鮒
射
床
に
通
思
な
る
構
造
を
瞥
見
す
る
方
法
の

〓
j

見
徹
さ
れ
て
屠
る
｡
構
造
の
形
状
は
中
部
大
陸
油
田
の
蒐
れ
ビ
同
機
で
あ
る
｡

火
成
盛
中
の
石
油

北
部
テ
キ
サ
ス
の
ツ
ロ
ー
ル
T
hraご
抽
出
の
鋸
床
は
樫
厨
火
成
岩
中
に
成
生
さ
れ
'
最
も
特

殊
の
も
の
な
る
を
以
て
将
に
磁
介
し
た
い
｡
本
油
田
の
貯
溜
岩
は
多
孔
僧
房

蛇
紋
岩

P
orous
serp
ent;
n.e
で
.
そ

の
蛇
紋
岩
は
玄
武
岩

B
a
Sa
lt

の
如
き
岩
石
の
担
贋
に
由
る
も
の
で
.
同
時
に
多
孔
質
に
な
-
た
る
も
誓
,J
考

へ
ら

れ
て
屠
る
｡
此
の
岩
石
恨
テ
イ
ラ
ー
泥
状
岩

T
a
yler
A
,h
ri
中
に
介
在
せ
る
が
'
そ
は
向
慌
次
岩
層
稜
迷
入
岩
床

in
tr
usiv
e
s
heetを
成
せ
る
も
の
な
る
が
.
或
は
成
層
だ
同
時
に
胸
底
に
流
街

C
o
ntem
POraneOnS
eXtru
Sio
n
な

る
か
判
然
せ

ざ
る
も
.
怖
ら
-
後
者
な
ら
ん
ビ
信
じ
ら
れ
て
屠
る
｡
孔
度
も
頗
る
大
に
し
て
初
産
が

二

〇
〇
〇
乃

至
五
〇
〇
〇
垢
に
達
す
る
如
き
良
井
も
少
な
-
な
い
｡

…
九

1
四
年
水
井
声
掘
匙
の
際
偶
然
散
見
し
た
も
の
で

i
時

は
月
産
二
〇
〇
.
〇
〇
〇
覇
に
逢
せ
し
こ
yJ
あ
る
も
今
日
は
頗
る
少
量
で
あ
る
.
油
贋
は
パ
ラ
フ
ヰ
ソ
系
に
し
て
ポ

ー
メ
四
〇
度
で
あ
る
｡
(未
完
)

石
的
地
質
単
相
賓

叩

望

五
一


